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図 2 にDDXの契約数の推移を示す。回線交換，第 1 種パケット交換，双方共，大きく伸び
ることなし回線交換においては1989年度の 9 千回線を，第 1 種パケット交換においては，
1990年度の 4 万 8 千回線をピークに減少傾向に転じている。なお，この減少傾向については，
1988年からサーピスが始まった INSへ一部のユーザ、が移行した結果と考えられる。
DDXが伸びなかった原因としては，さまざまな要因が重なり合っているが，最大の原因と




( 1) Digital Data Exchange 
(2) 平成 6 年版「通信白書J ， 23ページ


































INSサーピスは， 1 N S ネット 64と呼ばれる最高 64 Kbps までのディジタル伝送を可能
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(4) 
図 3 に INSサーピスの契約数推移を示す。
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(5) 平成 6年版「通信白書j， 385ページ

























f「 D D X トーータ
人( 電話網 )人
コンビュータ一一一一」
I wi ~ I 























年，首都圏をサービスエリアとして日本シティメディア (J CM) がサービスを開始した。
しかしながら移動体専用のデータ通信の需要は少なく，さらにサービスエリアが限定され
ていること，またx. 25プロトコルを採用したため利用者側のシステム開発に多額の費用がか
かることもあり， 1993年 9 月末現在で，わずか 2， 027 契約と極めて厳しい状況にある。
これに対し， 日本シティメディアは，この打開策としてメッセージを送受信できる低価格の







(7) rNTTデータブック， 94J , 1994, 21ページ
(8) 日経コミュニケーション， 1994, No. 187, 44'"'-'49ページ
(9) 平成 6 年版「通信白書J， 19ページ
(10) 日経コミュニケーション， 1994, No. 179, 20ページ
(11) Personal Handy Phone System 
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グ方式よりも通信品質が格段に高く，人間の会話のみならず， 2400 bps とやや低速ではある
が，無線データ通信が実用可能なレベルに達した。サーピスエリアも次第に全国へと拡大され
ており，通信料が高い点を除けば，将来の無線データ通信の媒体として有望である。
さらに， 1995年中には，やはりディジタル方式の携帯電話サービスとして PHS のサービス
開始が予定されている。 PHSは，従来の携帯電話に比べると電波の出力が低いため，移動し
ながらの通信は困難であるが，その点を除けば，人間の会話はもちろん，高速のデータ伝送も
























(12) 日経コミュニケーション， 1994, No. 187, 36~40ページ
(13) Personal Digital Assistance 




















































特に1980年に制定された JCA手順は， 1982年に J 手順として J 1 S化され，流通業界のみ
ならず多くの分野の標準プロトコルとして採用され，企業間ネットワークの構築が飛躍的に進
展した。















(15) 平成 6 年版「通信白書J， 412~413ページ
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(17) [""情報化白書J 1994, 212ページ
(18) 西岡茂樹「流通情報ネットワークの視座による POS システムの考察J， 桃山学院大学経済経営論


























情報提供者 (1 P) は，自らセ γター設備を保有してピデオテックス網に接続すれば情報サ
ーピスを提供できるが，高度なサービスを望まない場合には，日本電信電話公社の関連会社で
あるキャプテンサーピスが運営する共同センター (CAP F) を利用して，より低コストでサ
ーピス提供することもできた。




(19) Character And Pattern Telephone Access Information Network 



















このように， 1 P も経験を重ねることにより，次第に質の高いサービスも見られるようにな
ったが，一且，評価を落としたサービスは，その影響が長く尾を引くものであり， 1994年 2 月












テレテルは，日本より 1 年早く， 1983年にサービスを開始しているが，当初，専用端末が無
償で大量に配布されたことにより 1 P の弾みがつき，また外見はノ号ソコンと変わらない現在の
(21) 寺山幸男「キャプテンの本質と特徴J. 電気通信. 1991. Vol. 54 No. 532. 35~46ページ
(22) 平成 6 年版「通信白書J. 27ページ
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ミニテル端末もわず》ミ 2 万円台で購入できることなどから， 1993年末時点で 650万の加入があ
り， 1 P の年間売上高も 570 億円に到っている。









化率は13.8% ， LANネット化率の 1 1. 9% と合計すると 25. 7% となり，対前年度比21. 4%の増
加となっており，パソコンを通信環境で利用しようとする傾向が強まっている。
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(23) 日経コミュニケーション， 1994, No. 182, 83ページ
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(25) モデムネット化率=モデム出荷数 5 年累積/パソコン出荷数 5年累積
(26) LANネット化率=LANボード出荷数 5年累積/パソコン出荷数 5年累積
(27) 平成 5年度「電子ネットワーキング応用調査報告書J， 1994, 4 ページ






























電子ショ γ ピングの形態を分類すると表 1 のように考えることができる。ただし，表中の
rONJ はオンライン， ro F F J はオフラインを表している。
まず，売買される商品がソフトの場合とハードの場合に分けて考える。
電子ショッピングの対象となるソフトとしては，シェアウェア，シェアテキスト，市販のプ







対象商品 商品情報 発 j主 商品流通 決済
提供
タイプ 1 ソフト ON ON ON ON 
ーーーーーー・・ーーーーーーーーー - - - --ーー司ーー由自ーーーーーーーーー ーーーー-ーーーーーー早 司ーーーーーーーー司ーーーー ー申日ーーーーーーーーーー ー- - - --・仲ーーーー・・ーーーー
タイプ 2 ソフト ON ON ON o F F 
ーーー司ーーーーーーーー喧ーーー
ハード/ソフト
ーーーーーーーーー司早ー ーーーーーーーーーーー司ー ーーーーーーーー・・ーー・ーー 晴司『ーーーーーーーーーーーーーl
タイプ 3 ON ON o F F ON 
ーーーーーーーー，ー・・ーー，ー骨
ハード/ソフト
ーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーー司咽'ーーー -・ーーーーーーーーーー田ー ーーーーー------ーーーーー
タイプ 4 ON ON o F F o F F 
ーーーーー申骨ーー骨骨『ー四時ー ーーーーーーーーーーーー- -ー『・・ーーー- ーーーーーーーーーーー』 ーーーー- ---・・骨『ーー ------ーーーーーーー ーーーーーー- -ーーーーーーーー
タイプ 5 ソフト o F F ON ON o N 
ーーーーーーーーーーー- -司ーー ーーーーーー甲車ーーーー司ーーーーー- - -- ーーー早ー『ーーーーーー ーーーーーーー司ー甲ーーー - -ーーーーーーー畠由ーー ーーーーー軍司ーー- ---ーーー
タイプ 6 ソフト o F F ON ON o F F 
ー帽ーー喧喧ーー噌・・・ーーーーーー
ハード/ソフト
ーーーーーーーー甲山ーー ー- --ーーーーー曲ー骨骨 ーーーーーーーーー+ー司ー ー司『胃ーーーーーー・・ーーーーー
タイプ 7 o F F ON o F F ON 
ーーーーー-------・・- --
ハード/ソフト
- --・・ー由ーーーー』唖 ーー岨陸直ーーー由』ー『ーー - --申ー甲ーーーーーーー ーーーーーー岨ーーーーーーーーー
タイプ 8 o F F ON o F F o F F 
ログラム，ニュース，データベースなどが考えられる。





例えば，ソフトバングの rOn Hand ライブラリ」は，暗号化されたソフトを多数収録した
CD-ROM を安価に販売し，デモプログラムを使用してみて購入の意志決定をした場合は，












































ていないが，電子ショッピングに適した商品の選択， MIME 形式などの画像情報の添付， カ
タログや CD-ROM との併用などの方策により，徐々にではあるが，事業として成立しうる
商店が増加しつつある。
1994年11月末現在， NIFTY -Serve 上には64の店舗があり， 1993年末時点と比べると， 20 












インターネット協会の報告によると， 1994年 7 月現在で，接続組織数は 4 万 6 千，接続ホス




(32) iOn Hand ガイドブック J，ソフトパンク， 1994 
(33) Mulitipurpose Internet Mail Extentions 
(34) 日経コミュニケーション， 1994, No. 182, 69~70ページ
(35) 日経コミュニケーション， 1994, No. 182, 86ページ
(36) インターネット協会資料による



























どが実施している anonymous FTP などはその最たるものであるし，ハイパーテキストの
(38) メ一日ングリストとは，グループコミュニケーションであり，情報発信者は 1 通の電子メーノレを出
すだけで，事前に登録された全メンバーにそのコピーが届くもの。
(39) ネットニュースとは， NIFTY -Serve のフォーラムと同様，特定のテーマ別の電子会議の場であ
る。
(40) File Transmission Protocol 
(41) World Wide Web 





























ネットワークに対する要求は，ホストと 1 対 1 で、結ばれた端末との間で，迅速かつ正確に業
務データを伝送することにあった。
この形態は，本社の情報システム部門によりデータベースが集中管理できること，支社・営
ヘ (43) 著名なフリーソフトや文献などが登録されており，ユーザ 1 Dやアカウントがなくても自由にアグ
セスして，転送してくることができる。
(44) 日経トレンディ， 1995年 1 月， 6~30ページ
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